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はじめに
　現代の子どもたちは，核家族化による人間関係の希
薄化，生活習慣の乱れによる生活に必要な知識や技能
及び習慣や態度の欠如など，様々な問題を抱えてい
る。このような問題を改善するために「体験学習」が
重要であると考えられてきた。それゆえ，生活科が誕
生し，その後「総合的な学習の時間」（以下，総合的
な学習と記す）が設置されたのである。このような教
科や時間において，子どもたちは日常生活では困難に
なった自然との豊かなふれあい，協同活動，多様な
人々とのかかわりを通して，心を豊かにすること，基
本的な知識や技能，習慣や態度を身に付けること，良
い人間関係を築く力を発達させることが期待されたの
である。
　今日の社会的な状況において，今後ますます「体験
学習」の必要性が高まっていくと考えられる。本研究
では，総合的な学習における先駆的な「体験学習」を
行っている東京都武蔵野市教育委員会の「セカンドス
クール」を取り上げ，分析・考察することで，総合的
な学習における「体験学習」のあり方を明らかにした
い。１

　
Ⅰ．「セカンドスクール」の概要
　武蔵野市教育委員会では，小学校５年生と中学校１
年生を対象として，自然豊かな農山漁村に長期滞在を
する「セカンドスクール」を行っている。そこでは，
普段の学校生活（「ファーストスクール」）ではあまり
経験できない体験学習を，授業の一環として行ってい
る。およそ１週間の滞在の中で子どもたちは，農産物
の収穫作業，地引き網体験，地域性のある施設見学，
民芸品の製作，ハイキングの中での植物観察など，多
くの体験学習を行っている。

（１）「セカンドスクール」の目的
①自然とのふれあいを通して，物質的な豊かさの中で
失われてきている自然と人間との共生，環境保全の
必要性，自然に対する畏敬の念などについて体験
し，自然を大切にしようとする態度を育てる。
②長期の宿泊による生活時間を活用し，生活上の自立
に必要な知識・技能の生活習慣を身に付けるととも
に，一人一人の子どもの創意を喚起し，情操を涵養
し，個性の伸長を図る。
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要約　今日，核家族化による人間関係の希薄化，生活に必要な知識や技能等の欠如など，子どもたちが抱えている
様々な問題を改善させるために，「体験学習」の必要性は高まっている。本論文では，総合的な学習におい
て，先駆的な「体験学習」を行っている武蔵野市教育委員会の「セカンドスクール」を取り上げ，分析・考察
を行った。それによって，価値ある「体験学習」にするための４つの必要条件を明らかにした。それは，
（１）体験だけで終わらせないこと，（２）体験をする側と受け入れる側が継続的にかかわること，（３）受け
入れる農山漁村の活性化を視野に入れること，（４）子どもの主体的な問題解決や探求活動のための体験活動
であること，である。これらはまた，他の学校においても，総合的な学習において価値ある「体験学習」を行
うために有効な条件となると思われる。
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③学習の場を移し，自然や地域の特性を生かした教材
開発や学習方法を工夫し，一人一人の子どもに新た
な興味・関心を喚起し，学習のつまずきを克服する
とともに，体験に裏付けられた生きた学力の向上を
図る。
④自主的な集団生活や地域の人々との交流を通じて，
子どもたち相互の協力や子どもと教師との間の信頼
関係と人間関係を深め，また，保護者や地域の人々
に対する感謝の念を育てる。２

（２）「セカンドスクール」の活動の経緯
　「セカンドスクール」は，３年間の試行を経て平成
７年度より武蔵野市内の小学校全12校で実施され，平
成９年度からは中学校全６校でも実施が開始された。
　平成10年度には，平成14年度から全面実施される
「総合的な学習」を見据えた活動内容が摸索され，各
学校において創意工夫した実践が行わるようになっ
た。
　平成11年度は，民宿の方とのふれあい，現地の小学
校との交流，民話を聞くなど，人と人とのつながりの
大切さを学ぶ機会を多くの学校で取り入れた。
　平成12年度からは，総合的な学習を「セカンドス
クール」に位置づけての実施が始まった。また，事前
に一人ひとりの子どもが課題を明確にもち，現地での
体験等を通じた課題研究を行った。事後には，「セカ
ンドスクール」についての発表や，現地との継続的な
結びつきを深める活動等を実施した。
　平成14年度には，さらなる充実・発展に向けて「セ
カンドスクール充実検討委員会」を設置し，「武蔵
野市小中学校セカンドスクール実施要綱」３を施行し
た。
　平成15年度からは，小学校４年生を対象とし，「セ
カンドスクール」での学習効果をさらに高めることを
目的とした，２泊３日の短期宿泊体験学習「プレセカ
ンドスクール」の試行が始まり，平成17年度から全面
実施された。また，11月には「農山漁村の豊かな自然
を活かす体験教育推進フォーラム」にて，「セカンド
スクール」の事例発表とシンポジウムを行った。２月
には，「第１回オーライ！ニッポン大賞」の大賞を受
賞した。

Ⅱ．「セカンドスクール」の実践の分析・考察

（１）目的・方法
　「セカンドスクール」は，総合的な学習の特設後多
くの活動を総合的な学習に位置づけて行うようになっ
た。それは，総合的な学習を「セカンドスクール」に
取り入れるにあたり，総合的な学習の趣旨やねらいを
意識したからであろう。本研究は，総合的な学習の特
設によって，「セカンドスクール」がどのように変化

したのかを見ることで，総合的な学習において価値あ
る体験学習をするための示唆を得ることを目的とす
る。
　毎年度武蔵野市教育委員会から出される報告書，学
校通信などから分析・考察を行った。具体的には，全
12校ある小学校の中から第四小学校を取り上げ，「セ
カンドスクール」実施２年目の平成８年度，総合的な
学習を意識しはじめた平成10年度，総合的な学習が全
面実施された平成14年度，一番最近の平成19年度の４
年間の活動内容及び児童・保護者の感想を比較し分析
した４。また，「セカンドスクール」の事前・事後学
習の内容についても第四小学校を取り上げ，事前・事
後学習を導入した平成12年度，総合的な学習が全面実
施された平成14年度，最新の平成19年度の学習内容を
比較し分析した５。

（２）分析
①事前・事後学習の導入
　第一に，総合的な学習の特設にあたって「セカンド
スクール」が大きく変化した点は，平成12年度から，
本格的に事前・事後学習を取り入れたことである。そ
れは，総合的な学習でいわれている「自ら課題を見付
け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく
問題解決する資質や能力を育てること」６というねら
いを達成できるような体験活動にするために取り入れ
たのではないか。そうすることにより，子どもたちは
明確な目的をもって活動に臨めるため，現地での学習
効果を高めることができる。事後の学習としては，課
題学習の成果や「セカンドスクール」の感想を発表会
として行うなどしている。そこには，保護者やセカン
ドスクールの訪問先の人が招かれており，人とのつな
がりを意識したものになっている。それは，「開かれ
た学校づくりの一層の推進」７が各学校に要請された
からであろう。
②「プレセカンドスクール」の実施
　第二に，総合的な学習の特設にあたっての「セカン
ドスクール」の大きな変化として，「プレセカンドス
クール」の実施を挙げることができる。「プレセカン
ドスクール」は，「セカンドスクール」での学習効果
をさらに高めることを目的とし，小学校４年生を対
象とした。「プレセカンドスクール」では，課題別学
習，郷土食作り体験，農産物の収穫体験などを行って
いる。「セカンドスクール」と同様，「プレセカンドス
クール」も多くの時間を総合的な学習に位置づけてい
る。また「プレセカンドスクール」の目的には，「…
セカンドスクールの内容との関係性及び系統性を十分
に踏まえ，学習効果及び学習意欲を高めること。」８

とある。子どもにとっても教師にとっても「プレセカ
ンドスクール」を行うことで，「セカンドスクール」
に向けての不安を減らすことができ，また計画的な事
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前学習の進行やスムーズな現地での集団行動ができる
ようになると考えたのである。「プレセカンドスクー
ル」を行った結果，子どもたちは集団生活のルールを
学んだり，「セカンドスクール」への期待を膨らませ
たりすることができた。また教師や学校にとっては，
健康面や生活面で支援の必要な子どもを把握すること
ができたと述べられている９。
③宿泊形態の変化
　第三に，報告書より「セカンドスクール」の宿泊先
に注目した。
　図１から，全員同じ施設に宿泊する学校が減り，何
人かのグループに分かれ民宿へ分泊する学校が増えて
きていることが分かった。
　民宿への分泊を行う学校では，活動の中に民宿ごと
の活動を取り入れることが多く見られるようになっ
た。事前学習の中で，子どもはそれぞれ宿泊する民宿
へ，自己紹介のあいさつや「セカンドスクール」の中
でどのようなことをしてみたいかという希望を手紙に
書く。そうすることで民宿の方々は，子どもの希望に
添った民宿ごとの活動を取り入れて下さる。これらの
活動では，少人数の活動になるため，一人ひとりの子
どもの興味関心のある活動を行いやすく，より一層子
どもが主体的に取り組む活動が展開できるようになる
からである。これらは，「児童の実態に応じて…中略
…児童の興味関心に基づく学習…中略…を行うものと
する。」10という総合的な学習の趣旨１と，「主体的に

活動に取り組む態度を育てる」13という総合的な学習
のねらい２を意識した変化だと言えよう。また，武蔵
野市立第四小学校平成10年度の実践における保護者の
感想を見てみると，「民宿に分泊したことにより，民
宿の方々と親しくなったり，より友達と親しくなった
り，精神的に落ち着いて過ごすことができたように思
います。」14という感想が述べられている。このよう
に，落ち着いて過ごす中で，民宿の方々や同じ宿泊場
所の友達とのかかわりが深められるようになったので
はないか。多様な人々とかかわることが苦手な子ども
たちにとっては，このような民宿への分泊は教育的な
効果があると考える。

（３）考察
　以上見てきたように，総合的な学習の特設にあたっ
て「セカンドスクール」は様々に変化している。事
前・事後学習や「プレセカンドスクール」を取り入れ
て，見通しを持った活動や継続的な学習をすること，
宿泊形態の工夫から人とのかかわりを深めたり子ども
の興味関心に基づく活動をしたりすることなど，学習
効果を高める工夫が見られた。しかしその一方で，今
後さらに教育効果の高い総合的な学習における体験学
習を行うためには，下記のような課題があるのではな
いか。
①子ども同士の交流の不足
　何人かのグループでの分泊をし，民宿ごとの活動を
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　表１　宿泊形態の変化 11

　 Ｈ．８年度 Ｈ．10 年度 Ｈ．14 年度 Ｈ．19 年度
全員同じ施設への宿泊 ８校 ４校 １校 ２校
全員同じ施設への宿泊と民宿への分泊の組合わせ ４校 ４校 ３校 １校
民宿への分泊 ０校 ４校 ８校 ９校

　図１　宿泊形態の変化 12 
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取り入れたことにより，「セカンドスクール」中の異
なるグループの子ども同士の交流が不足しているので
はないかと推測する。民宿周辺に掲示板を設け，各民
宿での活動を報告したり，課題別学習のグループ活動
の報告をしたりする工夫も見られるが，異なるグルー
プの子ども同士が直接かかわる活動が少ないと感じ
る。現地でも中間報告会を開くなどして，子ども同士
が情報を共有し，共感することや，教え合いや学び合
いをすることができるとよいのではないだろうか。平
成10年度と平成11年度の報告書には，一つひとつの活
動にゆとりをもってゆっくりじっくり活動する15とあ
るが，現地でも子ども同士の交流が深められるような
時間をとるなど，さらに活動を厳選する必要があると
考える。
②活動の企画に対する子どもの参画
　「セカンドスクール」の活動のほとんどが，教育委
員会や各学校の教師で企画されている。総合的な学習
で重要とされている主体性を，さらに高めるために
は，児童に一部でも活動の企画から携わらせるなどの
改善が必要であろう。そうすることによって，子ども
の活動への参加意欲が高まるからである。そのために
も，自分のしたい活動を提案し，計画し，実行できる
子どもの能力を育てることが重要である。
③総合的な学習への体験学習の適切な位置づけ
　今回の学習指導要領の改訂による今後の課題もあ
る。平成23年から全面的に実施される新学習指導要
領では，「総合的な学習の時間」における体験活動に
関して，「体験活動については， …目標及び内容を踏
まえ，問題解決や探究活動の過程に適切に位置づける
こと。」16が強調されている「セカンドスクール」の
実施開始は，総合的な学習が特設される７年前のこと
である。総合的な学習が実施される以前は，国語・
社会・理科・家庭科・図画工作など教科のみで構成さ
れていた。総合的な学習が特設されてからは，総合的
な学習が活動の最も多くの時間を占めるようになって
いる。例えば，平成16年度の武蔵野市第三小学校５年
生の実践では，「セカンドスクール」での活動を次の
ように教育課程に位置づけている。総時数48時間のう
ち国語５時間・社会７時間・算数０時間・理科６時
間・音楽１時間・図工４時間・家庭３時間・体育４時
間・道徳１時間・学科４時間・総合13時間である。総
合的な学習との関連を意識した活動が多く取り入れら
れているが，今後問題解決や探究活動の過程に体験活
動を適切に位置づけるということを再検討する必要が
ある。

Ⅲ．総合的な学習における価値ある「体験学習」
の必要条件

　以上，総合的な学習の特設にあたって「セカンドス

クール」の変化を分析・考察することで，総合的な学
習において価値のある体験学習の示唆を得ることがで
きた。以下先行研究の分析と考察を含めて，総合的な
学習における「体験学習」の必要条件を述べたい。

（１）体験活動だけで終わらせないこと
　総合的な学習における体験学習は，体験活動だけで
終わらせてはいけないということが言えよう。「セカ
ンドスクール」では，事前・事後学習，現地での課題
別学習を行っている。それに関連することで，鈴木
正行は「『総合的な学習の時間』における他地域を対
象とした学習活動の意義として，事前学習，現地での
追究活動，事後学習という一連の学習活動を行うこと
で，子どもに地域調査の方法を身に付ける機会を与え
ることができる」17という事前・事後学習の重要性を
述べている。
　また，平成19年度の第五小学校では，「セカンドス
クール」での豊かな自然体験をきっかけに，日本，世
界へと視野を広げて自然環境を守るためにできること
を考えようという活動を行った。このように，その後
の総合的な学習へ発展したという展開が見られた。
　体験だけで終わらせないことについては，「食農教
育 ― 子どもが変わる農村宿泊体験 ― 」の中で，NPO
法人当別エコロジカルコミュニティー（TEC）代表
の山本幹彦も，体験したことを学びにつなげることが
大切であると述べている。山本は，次のように述べて
いる。「一人ひとりで違う体験の意味を学びにつなげ
るには，どのような体験をしたのかを一人ひとりに聞
けばよいのです。『何か気づいたことある？自分で発
見したことって何かな？』…中略…と指導者が質問を
投げかけていきます。」さらにそのとき，指導者も一
緒に体験をして子どもの気持ちに寄り添うことが重要
であり，そして，子どもの気持ちに共感し対話を進め
ることで，体験の意味をお互い明確にし，理解してい
くことができると主張している18。

（２）体験をする側と受け入れる側が継続的にかかわ
ること
　継続的なかかわりの一つとして，「プレセカンドス
クール」と「セカンドスクール」を同じ地域で行うこ
とが挙げられる。そうすることで，人とのかかわりを
深くもつことができたり，初夏と秋というように季節
の違いによる変化に気づくことことができたり，自然
の変化や季節ごとの生活の知恵を知ることができたり
する。
　二つには，子どもが事前学習，現地での活動，事後
学習と継続的に受け入れ側とかかわることができる。
その意義は，上の（１）体験だけで終わらせないことで
述べた通りである。
　三つには，より長期に渡って継続的に学ぶために，
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４年生で実施する「プレセカンドスクール」や，６年
生で「セカンドスクール」を伝える活動を行っている
ことが挙げられる。「プレセカンドスクール」では，
「セカンドスクール」がより一層充実したものになる
ように関連をもたせた活動をしている。６年生になっ
てからは，これから「セカンドスクール」に行く５年
生に対して「セカンドスクール」の説明を行ってい
る。それによって学校内での異年齢による学習を取り入
れやすくなり，カリキュラムの縦のつながりができる。
　また，特定の受け入れ側と継続的にかかわること
は，次の（３）で挙げる，農山漁村の活性化につながっ
ていくと言える。

（３）受け入れる農山漁村の活性化を視野に入れるこ
と
　農山漁村における体験学習では，体験をする子ども
の側だけでなく，受け入れる農山漁村の活性化効果も
期待できる活動であるべきだと考える。
　そのことは，平成20年度よりはじまっている「子ど
も農山漁村交流プロジェクト」からその必要性が明ら
かだと言える。総務省，文部科学省，農林水産省が連
携して行うこのプロジェクトは，小学校高学年が農山
漁村で１週間程度の宿泊体験活動を行うもので，地域
の教育力の維持や地域の活性化を推進しながら，子ど
もたちの体験につなげていく新たな教育事業である。
それはまた，農山漁村経済への波及効果を期待した
地域復興事業としても注目されている19。このことか
ら，自然の中での様々な体験には教育的な効果や農山
漁村の活性化が見込まれていることが分かる。
　また，飯田市役所の「ツーリズム」と「まちづく
り」からも，受け入れる農山漁村の活性化の重要性を
感じることができる。飯田市は，高齢化率が25.9％と
高く，少子化も進んでいる。また，地方の財政難，地
域コミュニティの弱体化という課題を抱えている。そ
のため，自立度を高め，持続可能な地域社会の確立を
目指している。そうした中での体験交流型観光におけ
る農業・農村体験は，教育的な部分にのみ位置づけら
れているのではない。食の生産現場として，食に関す
る知識の伝達や団らんの中での食事を通したふれあい
など，教育的な位置づけが見られる一方で，地域自給
率を伸ばすことや，自分たちの地域のよさを見出し，
仕事や地域に誇りをもつことができるようになること
にも目が向けられている20。
　以上のことから，農村漁村における体験学習は，受
け入れる農山漁村の活性化を視野に入れることの重要
性がうかがえる。

（４）子どもの主体的な問題解決や探求活動のための
体験活動であること
　体験学習がどのように取り扱われているかは，総合

的な学習における体験学習のあり方について考える上
で重要な要素である。Ⅱ．「セカンドスクール」の実
践の分析・考察（３）考察③で述べたように，子どもの
主体的な問題解決や探究活動の過程に体験活動を位置
づけることが大切である。
　また，特別活動に位置づけられてきた自然体験活動
や野外活動を単純に総合的な学習にあてることが批判
されていることからも，この重要性が分かる。羽賀他
によれば，特別活動における体験活動のねらいは，集
団活動により社会性を育成すること，リーダーシップ
を育成すること等が挙げられる。また，自然，社会の
事物，現象を五感で捉えることにより人間的感性を育
成することも挙げられ，それは総合的な学習のねらい
と重なる。しかし，総合的な学習に位置づけられる体
験活動は，問題発見，問題解決，体験活動，表現活動
といった流れの中にあり，教科の枠を超えて，主体
的，創造的な「生きる力」の育成を導くための「学び
方」と「生き方」の学習でなければならないと主張さ
れている21。つまり，特別活動としての体験学習は，
総合的な学習としての体験学習とは同じ扱いはできな
いということである。以上のことからも，総合的な学
習へ体験学習を適切に位置づけることが重要である。

おわりに

　以上４つの点に，総合的な学習における体験学習の
意義とあり方をまとめることができた。これらは，教
育効果の高い体験学習を行うにあたっての必要条件に
なるのではないか。
　以下，本研究において明らかになった今後の研究課
題について述べる。
　一つには，自然豊かな地域の子どもにおいても核家
族化や少子化の影響によって，外で遊ぶ子どもが減っ
たり，自然や社会，人々にかかわる機会は少なくなっ
たりしている。また農業の機械化により，農村部の子
どもであっても農業体験の経験は乏しいことが指摘さ
れている22。自然豊かな地域の子どもにも，社会や自
然，人々にかかわる体験学習が必要であると考えられ
る。
　もう一つは，「セカンドスクール」のように，都会
の子どもが農山漁村で体験学習を行うような実践で
は，子どもだけでなく教師も体験が不足しているこ
とがあるのではないかと推測する。それは，「食農教
育 ― 子どもが変わる農村宿泊体験 ― 」で飯田市企画
部企画幹井上弘司の以下のコラムからも明らかであ
る。そこでは，家畜の役目を理解していない教師が紹
介されており，机上の知識はあっても本物を知らない
教師が増えていることが指摘されている。体験学習に
おいて教師はカリキュラム・コーディネーターであ
り，広く浅く総体を理解するために，教師にも事前学
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習の必要があると述べられている23。
　これらのことから，今回は都会の子どもたちが体験
学習をする「セカンドスクール」の実践について考察
したが，体験学習は都会の子どもだけなく農山漁村部
の子どもや教師にも必要性があると分かった。今後
は，農山漁村部の子どもを対象にした体験学習や，体
験学習における教師の知識および能力や経験にも注目
し，総合的な学習における価値ある体験学習の構成や
展開について研究を進めていきたい。

１　 小松沙矢香「体験学習における『都市・農村交
流』の在り方」静岡文化芸術大学文化政策学部文
化政策学科，平成19年度卒業論文参照

２　 『平成18年度　セカンドスクール・プレセカンド
スクール実施報告書』武蔵野市教育委員会（平19
年３月）2頁

　　尚，この目的は平成８年度から18年度まで一貫し
ている。

３　 『平成14年度　セカンドスクール実施報国書』武
蔵野市教育委員会（平15年３月）3-4頁

４　 資料１は，筆者が以下の書を参考にして作成し
た。

　　『平成８年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平成９年３月）

　　『平成10年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平11年３月）

　　『平成14年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平15年３月）

　　『平成19年度　セカンドスクール・プレセカンド
スクール実施報告書』武蔵野市教育委員会（平20
年３月）

５　 資料２は，筆者が以下の書を参考にして作成し
た。

　　『平成12年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平13年３月）

　　『平成14年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平15年３月）

　　『平成19年度　セカンドスクール・プレセカンド
スクール実施報告書』武蔵野市教育委員会（平20
年３月）

６　 『小学校学習指導要領解説　総則編』文部省（平
成11年５月）45頁

７　 同書，11頁，92-94頁参照
８　 『平成19年度　セカンドスクール・プレセカンド
スクール実施報告書』武蔵野市教育委員会（平20
年３月）5頁

９　 同書，33頁，51頁，57頁，125頁，137頁，141
頁，145頁，157頁参照

10　 『小学校学習指導要領解説　総則編』文部省（平

成11年５月）44頁
11　 表１は，以下の書を参考に筆者が作成した。
　　『平成19年度　セカンドスクール・プレセカンド
スクール実施報告書』武蔵野市教育委員会（平20
年３月）6-7 頁参照

12　 図１，同上
13　 同書，45-46頁参照
14　 資料１参照
15　 『平成10年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平11年３月）1頁

　　『平成11年度　セカンドスクール実施報告書』武
蔵野市教育委員会（平12年３月）3頁

16　 「小学校学習指導要領解説　総合的な学習の時
間」文部科学省（平成20年８月）36-38頁

17　 鈴木正行「『総合的な学習の時間』における他
地域を対象とした学習活動の意義と課題」新地
理：日本地理教育學會會誌51（2）（2003年）38頁

18　 『食農教育 ― 子どもが変わる農村宿泊体験 ― 』
社団法人農山漁村文化協会（2008年４月増刊号）
62-63頁参照

19　 「子ども農山漁村交流プロジェクト～120万人・
自然の中での体験活動の推進～」総務省，文部科
学省，農林水産省

　　http://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nouson/
pdf/070831_1a.pdf#search=’子ども農山漁村交流
プロジェクト’（2008年６月12日検索）参照

20　 井上弘司「持続社会を創るツーリズムの実践」
（平成19年）参照

21　 羽賀敏雄・野呂徳治・田名場忍・小山智史「総
合的な学習の時間と体験活動 ― 付属教育実践総
合センター研究員の研究成果を踏まえた考察 ― 」
弘前大学教育学部研究紀要クロスロード第６号
（2002年）37頁参照

22　 『食農教育 ― 子どもが変わる農村宿泊体験 ― 』
社団法人農山漁村文化協会（2008年４月増刊号）
94-97頁参照

23　 同書，64-65頁参照

付記
　本論文は，日本生活科・総合的学習教育学会第17
回全国大会（山形大会）自由研究発表会の資料を加
筆・修正したものであ。また，中野の監督と指導の
下，小松が執筆した。
　本研究を行うにあたり，ご多用の中，資料の送付や
質問への対応など，ご協力をいただきました武蔵野市
教育委員会の方々に深く感謝いたします。
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